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憲

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
48
年
卒
）

　
「
日
本
の
金
栗
、た
だ
い
ま
ゴ
ー

ル
イ
ン
。
タ
イ
ム
、
54
年
と
8
ヶ

月
6
日
5
時
間
32
分
20
秒
3
。
こ

れ
を
も
っ
て
第
5
回
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
全
日

程
を
終
了
す
る
。」
と
い
う
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。
途
中
棄
権
か

ら
55
年
後
の
１
９
６
７
年
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
五
輪
委
員
会
か
ら
記

念
行
事
へ
の
招
待
を
受
け
た
75
歳

の
金
栗
四
三
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ゴ
ー
ル
の

テ
ー
プ
を
切
っ
た
。
こ
れ
に
応
え

た
金
栗
も
、「
長
い
道
の
り
で
し

た
。
こ
の
間
に
孫
が
5
人
も
で
き

ま
し
た
」
と
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
２
０
１
９
年
の
大
河

ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
〜
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
噺
〜
」
前
編
の
主
役
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
金
栗
さ
ん
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
ち
な
み
に
、

今
年
赴
任
さ
れ
た
大
嶋
校
長
先
生

と
金
栗
さ
ん
は
同
じ
大
学
の
先

輩
・
後
輩
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。

そ
の
大
嶋
校
長
先
生
の
入
学
式
の

式
辞
で
は
、「
3
年
後
の
卒
業
式

に
は
み
ん
な
で
熱
い
涙
を
流
そ

う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
心
に
響

く
言
葉
で
し
た
。

　

さ
て
、
本
校
に
限
ら
ず
、
市
内

と
一
部
を
除
い
て
、
多
く
の
高
校

が
定
員
割
れ
の
状
態
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
地
域
や
高
校
の
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
努
力
は
し
て
い
る
も
の

の
、
少
子
化
の
波
を
も
ろ
に
受
け

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
事
こ
こ

に
至
っ
て
は
、
県
教
委
の
力
で
地

方
の
高
校
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
な

対
策
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。「
特
定
非
営
利
活

動
法
人
山
都
町
を
元
気
に
す
る

会
」
理
事
長
甲
斐
幸
哉
代
表
の
も

と
、
学
生
寮
「
や
ま
と
令
和
寮
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
入
学

生
４
名
が
入
寮
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
は
県
内
外
か
ら
幅
広
く
学
生

を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
「
令
和
寮
」
が

入
学
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う

我
々
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
地
元
大
川
町
が
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
、
町
の
活
力
に
も
寄
与
す
る

学
生
寮
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
同
窓
会
の
「
在
校
生
支

援
基
金
」
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

多
く
の
生
徒
・
保
護
者
か
ら
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨

年
の
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
で
も
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
何
ら
か
の
形
で
資
金
面
に
お

い
て
矢
部
高
校
生
を
支
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
矢

部
高
校
の
ご
声
援
と
と
も
に
、
募

金
な
ど
を
通
じ
た
支
援
を
衷
心
よ

り
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
同
時

に
、
矢
部
高
校
に
対
す
る
多
大
な

る
ご
援
助
に
甘
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
学
生
の
強
化
活
動
支
援
は
も

と
よ
り
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
学

生
の
後
方
支
援
を
微
力
な
が
ら
推

し
進
め
る
べ
く
、
矢
部
高
校
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
輝
く
未
来
に
希
望
を
持
っ
て
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

最
後
に
同
窓
生
の
皆
様
方
の
御
健

康
と
御
多
幸
を
祈
り
、
御
挨
拶
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

矢
部
高
校

同
窓
会だ
よ
り
発　行　所

矢部高校同窓会事務局
熊本県上益城郡
                 山都町城平
電話 (0967)72-0024

「
前
へ
」

(1)　第　55　号 矢 部 高 等 学 校 同 窓 会 だ よ り 令和元年６月２０日

同窓会行事報告
　昭和 36年、46年、56年、
平成 6年、16年の 6の付く卒
業生に幹事をしていただき、恒例の同窓のつどいを平成 30
年 8月 11日に開催しました。今回の幹事長・中村正成様 (46
年卒 ) を中心に準備をしていただき、当日は 127 人と多く
の同窓生が参加し大変盛り上がりました。
　講演会では、歌手／タレントのmiZuho さん ( 松野瑞穂・
平成 19年卒 ) にトーク＆ライブという形で出演いただきま
した。miZuho さんありがとうございました。
　当日は、梅田町長をはじめ多くの来賓の皆様にもご出席い
ただきました。お忙しい中ありがとうございました。

同窓のつどい

同窓会入会式

会長挨拶（松永会長） 来賓挨拶（梅田穰町長）

miZuho トーク＆ライブ

　平成 31年 3月１日、卒業式に
先立ち、平成 31年卒業生の同窓
会入会式を実施しました。
　入会生を代表して、普通科Ａ組
の坂本さんが、松永会長に向けて
入会の言葉を述べました。今年度
は、食農科学科 19 名、緑科学科
7名、普通科 36 名が入会しまし
た。

卒業後５０年のつどい

　卒業から 50 年を迎える学年の
方々を卒業式に招待する事業も、今
回で５回目を迎え、今年は、昭和
44 年（定時制 45 年）卒に卒業式
に招待していただきました。
　当日は、52 名の参加があり、午
後の合同クラス会から参加した方も
あり大変盛り上がりました。

矢部高校ホームページ
https://sh.higo.ed.jp/yabesh

母校の
最新情報はコチラ



　
　
　

校
　
長
　
　
大
嶋
康
裕

　

同
窓
会
の
皆
様
、初
め
ま
し
て
、

こ
の
た
び
の
定
期
異
動
で
上
益
城

地
区
一
番
の
伝
統
を
誇
る
こ
こ
矢

部
高
校
に
4
月
に
赴
任
し
て
参
り

ま
し
た
大
嶋　

康
裕
（
お
お
し
ま　

や
す
ひ
ろ
）
と
申
し
ま
す
。
出
身

地
は
山
鹿
で
山
都
の
地
区
に
は
初

め
て
の
赴
任
と
な
り
ま
す
。
清
ら

か
な
水
の
流
れ
を
常
に
耳
に
し
な

が
ら
、
心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
想
い

と
と
も
に
日
々
の
生
活
を
送
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私
事
で
す

が
、
10
歳
か
ら
柔
道
を
し
て
お
り

ま
し
て
、
柔
道
家
で
は
世
界
中
で

最
も
有
名
な
山
下
全
日
本
柔
道
連

盟
会
長
の
生
誕
の
地
で
あ
る
こ
こ

矢
部
に
赴
任
し
た
こ
と
は
何
か
の

縁
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。
山
下
会
長
と
は
、
ま
だ
会
長

が
現
役
選
手
で
あ
っ
た
こ
ろ
全
日

本
合
宿
等
で
直
接
稽
古
し
た
こ

と
は
無
い
の
で
す
が
、
同
じ
道
場

の
中
で
、
稽
古
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
て
、
同
郷
の
熊
本
出
身

と
い
う
こ
と
も
あ
り
少
な
か
ら
ず

交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経
緯

も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
方
か
ら
は

時
に
「
そ
う
い
え
ば
山
下
さ
ん
と

同
じ
名
前
じ
ゃ
な
か
ね
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
字
は
違
い

ま
す
け
ど
」
と
会
話
の
突
破
口
に

な
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
31
年
度
、
元
号
が
令

和
と
な
り
新
た
な
時
代
を
感
じ
さ

せ
る
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

先
輩
諸
氏
も
ご
存
じ
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
近
年
の
少
子
化
傾
向

は
本
校
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
在
籍

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
昨

年
度
末
に
63
人
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度

新
入
生
は
46
人
と17

人
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
中
学
校

で
も
生
徒
数
の
減
少
が
あ
る
こ
と

は
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
が
、
砥
用
方
面
か
ら
の
通
学

者
の
減
少
も
あ
る
現
状
で
す
。
そ

こ
で
、
本
校
で
は
、
山
都
町
と
の

連
携
で
一
般
財
団
法
人
地
域
・
教

育
魅
力
化
プ
ラ
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
参
画
し
矢
部
高
校
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
地
域
を
支
え
る
若

い
人
材
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。

地
域
の
応
援
の
例
と
し
て
は
、
熊

本
日
日
新
聞
の
平
成
31
年
4
月
20

日(

土)

の
朝
刊
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
山
都
町
の
勇
志

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
「
や

ま
と
令
和
寮
」
と
い
う
学
生
寮
を

立
ち
上
げ
通
学
困
難
な
生
徒
の
受

け
入
れ
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
山
都
町
と
東
京
農
業
大
学
が

包
括
連
携
協
定
を
結
ば
れ
、
新
し

い
時
代
の
農
業
に
つ
い
て
研
究
や

人
材
交
流
等
の
事
業
に
本
校
も
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
31
年
4
月
20
日(

土)

に
は
、

昭
和
43
・
45
年
・
46
年
矢
部
高
校

林
業
科
卒
業
の
卒
業
50
年
を
記
念

し
て
同
窓
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
時
の
林
業
科
の
先
生
で
も
あ
っ

た
坂
本
一
司
先
生
も
87
歳
と
い
う

御
年
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
さ

れ
、
卒
業
生
の
皆
様
と
御
歓
談
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
教
師
冥
利
に

尽
き
る
一
場
面
で
あ
り
ま
し
た
。　

最
後
に
昨
年
度
平
成
30
年
度
の
卒

業
生
の
進
路
実
績
を
紹
介
し
ま

す
。
上
級
学
校
へ
の
進
学
は
、
43

人
、率
に
し
て
68
％
で
し
た
。
内
、

国
公
立
の
4
年
制
大
学
へ
は3

人
の
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
職
は
20
人
、
率
に
し
て

32

％
で
し
た
。
ま
た
、
自
衛
官

を
含
む
公
務
員
内
定
者
は
5
人
で

あ
り
ま
し
た
。
少
人
数
な
が
ら
、

様
々
な
生
徒
の
夢
の
現
実
に
向
け

て
教
職
員
一
同
、
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
と
も
御
支
援
を

お
願
い
す
る
と
共
に
、
本
校
同
窓

会
の
御
活
躍
・
御
健
勝
を
祈
念
し

て
挨
拶
と
し
ま
す
。

令
和
の
年
に
新
た
な
一
歩
を
生
徒
と
共
に

　第　55　号     (2)矢 部 高 等 学 校 同 窓 会 だ よ り令和元年６月 1日

【熊本県立矢部高等学校】 平成３１年４月２日現在
所在地

〒８６１－３５１５　熊本県上益城郡山都町城平９５４番地
電話　0967(72)0024　ファクシミリ　0967(73)1030
ホームページ　http://sh.higo.ed.jp/yabesh/
校　長

大嶋　康裕　　　職員（常勤）　５３人
主な学校の沿革
明治29年７月８日
　浜町村外6ヵ村組合立矢部実業補修学校開校（開校して124年）
平成２２年４月８日
　蘇陽高校との再編統合により新設矢部高等学校開校（開校して９年）
卒業生　１６，１３３名（平成３１年(2019年）3月末現在）
　　　　　２，９３１名（蘇陽高校、馬見原分校）
教育目標

学科名及び生徒数
学科名 食農科学科 緑・林業科学科 普通科 合   計  学　年 1 2 3 1 2 3 1 2 3
男 7 12 5 5 13 4 8 7 15 76
女 8 5 9 0 1 0 18 9 9 59
計 15 17 14 5 14 4 26 16 24 135

　将来、人と人を、あるいは国と国を結ぶ掛け橋、新しい通潤橋と自らなるべく、
校訓「通順魂」と三綱領を磨き、その礎を高校３年間で築きあげる。

特色ある取り組み
◎地域との連携
スローガン :～心通わせ 郷土 ( まち ) を潤す 掛け橋に～「矢部高校」

　　　・小中学校との連携：中学生の職場体験の受け入れ、小学生の農業体験
　　　　保育園児を招いての芋掘り、吹奏楽部の矢部中学校との合同定期演奏会 他
　　　・地元の催事参加等：八朔祭参加、草花や野菜、木工品などの生産物販売
　　　　各種ボランティア活動 他
　　　・地元住民との交流等：巻柿つくり実習、石橋石工体験実習 他
　　　・海外支援米栽培実習：平成２１年度から。県下の高校では唯一。
◎プロジェクト学習（食農科学科、緑科学科）
　農林業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習をして専門的な知識・技術
　の進化を図るとともに、問題解決農直や自発的、創造的な学習態度を育てる。
　　　（緑科学科「木工技術を活かした被災地支援の取り組み」他）

主な進路先
進　学：熊本大学、鹿児島大学、長崎県立大学、國學院大学、東海大学、中村学園大学 , 尚絅大学 ,
　　　 崇城大学 ( ２名 )、九州保健福祉大学 ( ２名 )、九州ルーテル大学、九州産業大学、熊 
　　　 本県立大学校 ( ４名 )、中九州短期大学 ( ３名 )、尚絅大学短期大学部 ( ２名 )、福岡子
　　　 ども短期大学（２名）、九州スクールオブビジネス、熊本総合医療リハビリテーション
　　　 学院、熊本デザイン専門学校、平岡調理・製菓専門学校、大原保育医療福祉専門学校　
　　　 熊本校、福岡調理師専門学校、駿台観光＆外語ビジネス専門学校、常磐学院、麻生リ
　　　 ハビリテーション大学校、鹿児島医療技術専門学校、熊本ＹＭＣＡ学院、八代看護学校、
　　　 熊本歯科衛生士専門学院、熊本工業専門学校、人吉順看護学院、第一自動車大学校、
　　　 麻生建築＆デザイン専門学校、大原スポーツ公務員専門学校熊本校
公務員：熊本県職員、益城町役場職員
就　職：三栄開発株式会社、株式会社ジェイデバイス、三ツ矢建設株式会社、矢部愛林有限会
　　　　社 ( ２名）、高正、日本郵便株式会社九州支社、株式会社鮮ど市場、アイシン九州株
　　　　式会社、谷田病院、株式会社阿蘇ファームランド、株式会社ソフトビル、ヤマト運輸
　　　　株式会社熊本主管支店、株式会社マルエイ、老人保健施設ライフライト矢部（２名）、
　　　　ユウベル株式会社、熊本済生会病院、浜田重工業株式会社シリコンウェハー事業部

主な部活動等の成績
日本拳法部：県高校総体男子個人準優勝、全国大会ベスト１６
二輪車競技部：県大会高校生クラス準優勝、九州大会優勝、全国大会優勝
放 送：第４２回全国高等学校総合文化祭　放送・アナウンス部門出場

（平成３０年度実績）

（平成３１年 3月卒業生）

校訓「通潤魂」
（豊かな心、勤労の喜び、創造の喜び、不屈の意志）
三綱領　　誠実にして　礼節を重んじる
　　　　　勤労を尚び　自立を目指す
　　　　　創造の喜びを求め　不屈の意志を培う



(3)　第　55　号 矢 部 高 等 学 校 同 窓 会 だ よ り 令和元年６月２０日

　母校の今　　平成３１年４月学科改編

◎林業科学科は全国から生徒を募集

農業科学コース

農業で命の大切さを学び、生活の
分野で命を大切にする心を学ぶ分野で命を大切にする

食農科学科 食・生活コース

林業科学科 緑を活かし、地域社会を支える。
大学進学、公務員合格に有利！！

普通科

知性を身に付け、
感性を磨き、自己実現する場所

平成３１年４月から学科名を変更！！

緑科学科から林業科学科へ
森林を「科学」的に考察することによって
新しい「林業」を支える人材を育成します。

※２年次よりコースを選択します ※２年次より分かれます（H３１年度から名称変更）

ビジネス類型
進学類型

県外からの受検者に対する通学区域の特例

県外からの出願者については、入学を許可する数を募集人員の２０％以内とする。

◎食農科学科・普通科の県外枠の緩和。
宮崎県西臼杵郡五ケ瀬町、西臼杵郡高千穂町、東臼杵郡椎葉村のいずれかに保護者の生活の本拠がある出願者については、
入学を許可する数を食農科学科は募集人員の２０％以内、普通科は募集人員の１３％以内とする。

普通科の特色
・１日　６限 or ７限＋課外（原則必修）
・２年次からビジネス類型、進学類型に
分かれます
・課外は進学、公務員課外があります
・模擬試験については、３年次に熊本市
内会場で複数回の受験機会設定します

平成３１年度から

☆「食品製造」を全員履修に変更
☆「農業経営」の科目履修拡大
　栽培から加工、販売まで、
　　　　６次産業化に対応できる人材の育成

☆山都町や大学等関係機関と連携して外部講師等を有効活用した現場に応じ
た授業を展開します。
　【継承 肥後の石工】　【ドローンを活用した森林計画研修】
　【航空レーザー技術を活用した森林情報分析研修】　【防災と林業教育】他

特色ある学び

木材自給率の向上と地球温暖化への対応のため林業への期待はますます高
まっています。林業関連の公務員合格、大学進学に大変有利な学科です。
地域に貢献できる人材の育成を目指した学科です。

知性を身に付け、
感性を磨き、

※２年次より分かれます（H３１年度から名称変更）

　　　　　「ＮＰＯ法人 山都町を元気にする会」
　　　　　　　矢部高校学生寮を開設！
　入学生の減少が続く現状を打開するべく、町民有志でつくるＮＰＯ法人
「山都町を元気にする会」が矢部高校学生寮「やまと令和寮」の運営を始
めました。
　高校に隣接する高橋病院跡を改装した寮で、初年度の今年４月には町外
（五ケ瀬、宇土、あさぎり）から４人が入寮しました。全て個室で、エア
コン完備の食事付きの寮費は月額５万５千円。町から１万円の家賃補助が
支給されています。同窓の皆さんも是非ご協力をお願いします。 現在の矢部高校（林業科学科ドローンで撮影）



公式 Facebook             公式 Twitter        　LINE 公式アカウント

 公式 Instagram                      公式 YouTube

　第　55　号     (4)矢 部 高 等 学 校 同 窓 会 だ よ り令和元年６月２０日

　矢部高校応援
　　　　　「同窓のつどい」のご案内
期 日：令和元年 8月 10 日（土）
場 所：通潤山荘（山都町長原 192-1）

日程　各支部代表による総会　１４：００～
　　   【同窓のつどい】 
　　　　受　　付　１４：３０～
　　　　開会行事　１５：００～
　　　　交流の宴　１５：３０～
　　　　閉　　会　１７：３０　
※２次会については、卒業生等で計画してください。

交流会参加
費

6,000
円

矢部高校応援プロジェクト
第22回 同窓ゴルフコンペのご案内

期　　日：令和元年 8月 10日（土）
会　　場：矢部サンバレーカントリークラブ
参加資格：同窓生
プレー代：9,000 円（昼食込み）特別優待
　参加料：3,000 円
　表彰式：競技終了後会場にて

豪華景品あり
申し込みは、当サンバレーフロントにて
先着100名にて締め切ります。お早めに !!
主催：矢部高等学校同窓会
後援：矢部サンバレーカントリークラブ
　　ゴルフ愛好会世話人代表
　　　　糸永　哲夫　　西田　紘美

平成６年卒

　平成 30 年 8 月 11 日（土）、同
窓のつどいの２次会として本さつま
やで開催。同級生 63 人が集まり、
ゲストに林業科の高島先生を招き、
高校時代の話題に花が咲きました。

　昭和 43年、45 年、46 年卒の林業科の同窓生が集まり、通
潤山荘にて合同クラス会を開催しました。高校時代にお世話に
なった元林業科教諭の坂本一司先生、来賓に、山都町長梅田様、
矢部高同窓会松永会長、矢部高大島校長を招待しました。遠く
は東京八丈島で活躍する同窓生など２０人が出席し、矢部高校
の思い出話で大変盛り上がりました。

43,45,46 林業科
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矢部高校同窓会運営　公式ＳＮＳのご紹介

クラス会報告

（内訳：会費 5,000 円、矢部高校応援募金 1,000 円）


